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平
成
十
二
年
二
月
七
日

（月
）
研
修
会
終
了
後
、
会

場
を
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ
ン
に
移
し
て
、
午
後
四
時
四

十
五
分
か
ら
平
成
十
二
年
新
春
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、

九
七
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

川
上
三
賓
会
長
か
ら
は
、
「昨
年
の
技
能
ま
つ
り
で

の
チ
ャ
リ
テ
イ
ー
益
金
、
全
国
連
絡
会
協
賛
金
に
対
す

る
協
力
お
礼
と
今
日
の
景
気
が
ま
だ
ま
だ
不
透
明
感
で

あ
る
な
か
で
、
各
自
の
足
元
を
見
つ
め
直
し
、
も
う

一

度
そ
れ
ぞ
れ
の
基
礎
固
め
を
し
、
頑
張
っ
て
行
こ
う
」

と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

来
賓
と
し
て

お
招
き
し
た
高

秀
秀
信
市
長
、

佐
藤
雅
亮
市
民

局
長
か
ら
も
日

頃
の
市
政
に
対

す
る
協
力
と
技

連
協
活
動
会
員

へ
の
激
励
の
こ

と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
ｏ

今
回
の
交
流
会
は
新
春
で
も
あ
り
、
神
奈
川
県
捺
染

型
協
同
組
合
の
浜
田

博
さ
ん
に
よ
る
プ
ロ

顔
負
け
の
余
興
が
あ

り
、
場
内
は
爆
笑
、

爆
笑
の
連
続
。
さ
ら

に
、
カ
ラ
オ
ケ
で
美

声
の
発
表
会
と
な
り

大
い
に
盛
り
上
が
り

成
功
裡
に
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

あいさつをする川上三賓会長

来賓あいさつをされる高秀秀信市長

熱演の浜田 博 さん

2002年 ワールドカップサッカ せよう:



技
連
協
研
修
会
開
催

新
春
交
流
会
に
先
立
っ
て
、
午
後
二
時
か
ら
三

時
三
〇
分
ま
で
技
能
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
横
浜

市
勤
労
福
祉
財
団
主
催
の

「
ハ
マ
ふ
れ
ん
ど
事
業

主
セ
ミ
ナ
ー
」
に
技
連
協
研
修
会
と
し
て
各
会
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
三
二
〇
名
の
内
、
技
連
協
か
ら
は
九

〇
名
の
方
が
熱
心
に
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
講

演
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

名
横
浜
市
は
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い

ま
す
」

横
浜
市
長
　
一昌
秀
　
秀
信

中
小
企
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に

①
市
の
仕
事
の
発
注
量
を
増
や
す
こ
と
。

②
従
来
、
公
害
対
策
等

か
ら
親
企
業
が
ど
ん

帳
　
ど
ん
転
出
し
空
洞
化

誘

　
現
象
が
起
こ
っ
た
の

ち
　
で
、
こ
れ
か
ら
は
積

演

　

極
的
に
親
企
業
と
な

講

　

る
外
資
系
企
業
誘
致

を
さ
ら
に
進
め
る
。

③
中
小
企
業
融
資
に
つ
い
て
は

一
二
〇
〇
億
円
位

を
目
標
に
新
年
度
予
算
に
預
託
金
を
計
上
し
た
。

④
国
も
相
続
を
し
や
す
い
よ
う
に
税
制
度
の
見
直

し
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
な
い
が
、

い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
皆
様

方
に
活
発
な
事
業
活
動
を
行

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

「明
る
さ
と
活
力
に
満
ち
た
元
気
な
横
浜
」
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
、
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

・
「
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
中
小
企
業
経
営
術
」

Ⅲ
ト
ー
イ
ズ
代
表
取
締
役
　
北
原
　
照
久

は
じ
め
は

「人
脈
な
い
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
い
、
お
金

な
い
」
時
期
か
ら
現
在
成
功
す
る
ま
で
に
身
に
付

け
た
、
次
の

「成
功
経
営
の

一
〇
箇
条
」
が
披
露
さ

れ
る
と
場
内
は
熱
心
に
メ
モ
を
執
る
人
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

鵠

①
プ
ラ
ス
思
考

棚

　

た
と
え
ス
ピ
ー

た振っ
　

ド

違

反

で
捕

耗

　

ま

っ
て
も
事
故

嚇

　

を
起
こ
さ
ず
良

ク

　

か
っ
た
と
思
え

ぶ

　

る
く
ら
い
に
訓

一」
　

練
す
る
。

②
勉
強
好
き
に
な
る
　
他
店
の
良
い
と
こ
ろ
は
積

極
的
に
学
び
取
り
入
れ
る
。
③
素
直

④
感
動
　
⑤
感
激
　
⑥
感
謝
　
。…
二
二
感
王

⑦
ツ
キ
た
か
っ
た
ら
つ
い
て
い
る
人
と
つ
き
あ
う
。（

…
…
松
下
幸
之
助
の
言
葉
よ
り

（③
ツ
キ
た
か
っ
た
ら
つ
い
て
い
る
人
を
集
め
る
。

③
ほ
め
る
。
…
…
良
い
と
こ
ろ
を

一
つ
で
も
見
つ

け
て
あ
げ
て
当
人
の
耳
に
入
る
よ
う
か
げ
で
ほ

め

る
。

⑩
口
に
出
し
て
つ
い
て
い
る
、
運
が
向
い
て
い
る

と
言
う
。
…
…
も
し
マ
イ
ナ
ス
の
事
を
口
に
出

し
て
し
ま

つ
た
ら
敢
え
て
言
い
直
す
。

平
成
十

一
年
十
二
月
二
十
四
日

（金
）
、
市
長
室

に
お
い
て
、
國
峯
副
会
長

・
畠
山
副
会
長

・
堀
監
事

か
ら
高
秀
秀
信
市
長
を
通
じ
て
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

益
金

一
四
七
、
九
四
〇
円
を
横
浜
市
社
会
福
祉
協

議
会
「あ
い
あ
い
基
金
」

に
寄
贈
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
高
秀
市
長

か
ら
感
謝
の
こ
と
ば
と

感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
ら
た
め
て
、ル合

団
体
の
皆
様
に
も
、
く

れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
と

の
こ
と
で
し
た
。

高秀市長から感謝状を受ける



技
能
職
設
備
資
金
の

自
付
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す

横
浜
市
で
は
、
技
能
職
の
振
興
を
図
る
た
め
、
無

利
息

・
無
担
保
融
資
を
行

っ
て
い
ま
す
。
融
資
に

は
、
業
務
用
機
械

。
器
具

（新
品
）
の
購
入
資
金
と

し
て
融
資
す
る
設
備
資
金
と
業
務
用
原
材
料
の
購

入
資
金
と
し
て
融
資
す
る
振
興
資
金
が
あ
り
ま
す
。

本
年
三
月
か
ら
、
設
備
資
金
に
お
い
て
、
車
輛
及

び
ク
ー
ラ
ー
の
対
象
業
種
を
全
業
種
に
拡
大
し
ま

す
。
ま
た
、
新
た
に
店
舗
等
の
内
装
施
工
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

◇
設
備
資
金
の
対
象
設
備
の
拡
大

（全
業
種
に
適
用
）

◇
融
資
額
、
受
付
期
間

（

◇
お
問
合
せ
　
横
浜
市
市
民
局
勤
労
福
祉
課

〒
２３‐
―
岬
　
横
浜
市
中
区
港
町

一
―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（０
４
５
）
６
７
１
１
２
３
３
７

Ｆ
Ａ
Ｘ

（０
４
５
）
６
６
４
１
９
１
８
８

※
な
お
、
貸
付
申
請
書
は
、
か」
来
庁
ま
た
は
九
〇
円

切
手
を
同
封
の
上
、
郵
送
で
ご
請
求
下
さ
い
。

平
成
十
二
年
度
横
浜
マ
イ
ス
タ
ー
、

横
浜
市
技
能
職
育
成
団
体
の
募
集

横
浜
市
で
は
、
市
内
の
手
仕
事
、
手
作
業
を
主
体

と
し
、
習
得
に
熟
練
を
要
す
る
技
能
職
者
等
の
後

継
者
育
成
等
の
た
め
に
活
動
す
る

「横
浜

マ
イ
ス

タ
ー
」
（技
能
職
者
）
と

「横
浜
市
技
能
職
育
成
団

体
」
（技
能
職
者
等
で
組
織
す
る
団
体
）
を
募
集
し

ま
す
。

横
浜

マ
イ
ス
タ
ー
に
選
定
さ
れ
る
と
横
浜

マ
イ

ス
タ
ー
の
称
号
や
、
毎
年
度
五
十
万
円
を
上
限
と

し
て
五
年
度
間
、
活
動
奨
励
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
横
浜
市
技
能
職
育
成
団
体
に
選
定
さ
れ

る
と
単
年
度
で
二
十
万
円
を
上
限
と
し
て
、
活
動

奨
励
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

現
在
二
十

一
人
の
横
浜
マ
イ
ス
タ
ー
が
、
日
々
の

後
継
者
育
成
、
地
域
や
市

。
区
行
事
で
の
技
能
披
露

・

講
演
会
、
学
校
等
で
の
技
能
指
導
に
活
躍
中
で
す
。

◇
申
込
み
　
四
月
三
日

（月
）
か
ら
五
月
十
二
日

（金
）
ま
で
に
所
定
の
用
紙
で
市
民
局
勤
労
福
祉
課

へ
。
申
込
用
紙
は
、
か」
来
庁
ま
た
は
郵
送
で
ご
請
求

下
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
　
横
浜
市
市
民
局
勤
労
福
祉
課

〒
２３‐
―
剛
　
横
浜
市
中
区
港
町

一
―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
４
５
）
６
７
１
１
４
０
９
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
４
５
）
６
６
４
１
９
１
８
８

富
士
市
技
連
協
青
年
部

結
成
十
周
年
記
念
式
典
に
出
席

二
月
二
十
日

（日
）
、
富
士
市
技
能
職
団
体
連
絡

協
議
会
青
年
部
結
成
十
周
年
式
典
が
静
岡
県
富
士

市
大
渕
に
あ
る
富
士

ハ
イ
ツ
で
行
わ
れ
、
横
浜
市

技
連
協
か
ら
は
、
加
藤
青
年
部
長
、
佐
々
木
副
部

長
、
加
納
副
部
長
の
三
名
、
そ
し
て
記
念
講
演
会
に

は
講
師
と
し
て
第
四
期
横
浜
マ
イ
ス
タ
ー

・
小
泉

徹
氏

（花
斉
装
飾
）
が
招
か
れ
ま
し
た
。

本
市
青
年
部
と
富
士
市
技
連
協
青
年
部
と
の
交

流
は
、
川
崎
市

（会
場
　
て
く
の
か
わ
さ
き
）
で
行

な
わ
れ
た
平
成
九
年
の
三
市
交
流
会
か
ら
始
ま
り
、

以
来
、
一二
市

（横
浜

。
川
崎

。
藤
沢
）
交
流
会
で
は
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
富
士
市
技
連
協
青
年
部
の

佐
野
武
弘
部
長
、
大
石
功
副
部
長
に
ご
参
加

い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

内

装

施

工

ク

|

フ

!

車

　

　

　

　

輛

（
ト
ラ
ッ
ク
、
ワ
ゴ
ン
車
）

対

象

設

備

店
舗

ｏ
作
業
場

・
工
房
等
施
工

（居
住
部
分
は
除
く
）

店
舗

。
作
業
場

ｏ
工
房
等
用

（居
住
部
分
は
除
く
）

材
料

・
商
品
の
運
搬
用

（人
の
運
搬
は
不
可
）

内

　

容

振
興
資
金

設
備
資
金

資
金

二
〇
万
円
～

一
二
〇
万
円

二
〇
万
円
～

一
五
〇
万
円

（申
請
設
備
総
額
の

三
分
の
二
以
内
）

融
　
資
　
額

三
月
、
五
月
、

七
月
、
九
月
、

十

一
月
、
一
月

受
付
期
間



第
二
十
回

『青
年
技
能
者
の
タ
ベ
』

技
連
協
青
年
部
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
！
開
催

去
る
三
月
五
日

（日
）
、
横
浜
市
技
能
文
化
会
館

。
多
目
的
ホ
ー

ル
で
技
連
協
青
年
部
主
催
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
イ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。事

業
の
企
画

・
運
営
、
そ
し
て
食
事
の
準
備
ま
で
す
べ
て
手
づ

く
り
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
楽
し
い
パ
ー
テ
ィ
ー
を
心
が
け
、毎
回
、

参
加
者
の
皆
様
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来

賓
と
し
て
川
崎
、
藤
沢
の
各
市
技
連
協
青
年
部
の
皆
様
、
市
民
局

勤
労
福
祉
課
よ
り
岡
本
孝
夫
課
長
、
親
団
体
か
ら
川
上
会
長
に
ご

臨
席
を
賜
り
、
お
か
げ
さ
ま
で
今
年
も
約

一
八
〇
人
の
お
客
様
に

よ
る
盛
大
な
パ
ー
テ
ィ
ー
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
に
は
い
つ
尽
き
る
と
も
な
く
着
飾

っ
た
紳
士
淑
女
た
ち

が
軽
や
か
な
ス
テ
ツ
プ
で
ダ
ン
ス
を
披
露
さ
れ
、
短
い
時
間
で
し

た
が
、
大
い
に
楽
し
ま
れ
た
よ
う
で
し
た
。

会
場
で
は
生
バ
ン
ド
に
よ
る
ダ
ン
ス
ナ
ン
バ
ー
の
演
奏
あ
り
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
豪
華
賞
品
を
そ
ろ
え
た
お
楽
し
み
抽
選

会
あ
り
で
、
参
加
者
と
ス
タ
ッ
フ
が

一
体
感
を
も

っ
て
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
も
今
年
で
二
十
年
目
を
迎
え
、
ま
す
ま
す
活
気
づ
い

て
き
ま
し
た
の
で
、
来
年
度
も
技
連
協
親
団
体
の
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第 20回

技運協ボウリング大会結果報告
平成12年 3月 7日 (火)大 ロボウルで、19

団体、26チームlo4名が参加 し、熱戦が展開

されました。結果は次のとお りです。

◆団体の部◆

優 勝 (横浜市長賞)

横浜市美容師会連合会  1′ 408ビ ン

位 神 奈川宝飾工芸組合A  l′ 404ビ ン

位 横 浜市屋外広告美術協会Al′386ピ ン

◆個人の部◆

優 勝  白 濱博利 (全日本司厨士協会)414ピ ン

2 位  伊 藤伸明 (宝飾工芸組合)390ピ ン

3 位  小 石川範好 (横浜市美容師会)381ピ ン

２

３

ご宴会、お集り、会議にご利用くださし

く夢ジ心を込めたサービスで、お手伝いいたします。っ

儡堕z:hユン

轟

⑤湖レ豚万淵鼎[Imm




